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保育事業について
（育児休業中の保育の継続）

正規、非正規雇用にかかわらず
　　　　在職証明書の記載をもとに判断（清代民生部次長）

Ａ

Q

　

育
児
休
業
に
係
る
子
が
満

１
歳
に
達
す
る
ま
で
、
既
に

入
所
し
て
い
る
３
歳
以
上
の

幼
児
は
継
続
し
て
保
育
が
で

き
る
が
、
在
職
の
証
明
が
必

要
。
非
正
規
雇
用
の
方
な
ど
、

証
明
の
取
得
が
困
難
な
方
の

た
め
に
改
善
で
き
な
い
か
。

　
保
育
所
の
入
所
は
児
童
福
祉

法
や
町
条
例
で
定
め
ら
れ
、
基

本
的
に
は
保
護
者
の
労
働
や
疾

病
な
ど
に
よ
り
、
保
育
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
に
入
所
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
育
児
休
業
中
は
保
育
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
状
態
で
は
な
い

と
判
断
さ
れ
、
入
所
要
件
は
満

た
さ
な
い
と
し
て
い
る
が
、
熊

野
町
に
お
い
て
は
一
定
の
条
件

の
も
と
、
特
に
入
所
を
認
め
て

き
た
。
判
断
基
準
と
し
て
は
、

正
規
、
非
正
規
雇
用
に
か
か
わ

ら
ず
、
事
業
所
が
育
児
休
業
の

扱
い
と
し
て
い
る
か
ど
う
か
、

在
職
証
明
書
の
記
載
を
も
と
に

判
断
し
て
い
る
。

沖田ゆかり議員

人工透析病院の誘致

透析病院の誘致は大変難しい課題である（三村町長）Ａ

Q

　

町
内
に
透
析
病
院
を
誘
致

し
て
欲
し
い
と
考
え
る
が
、

①
町
有
地
を
貸
与
す
る
方
向

性
は
。

②
既
存
の
透
析
病
院
誘
致
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
。

③
誘
致
の
支
援
体
制
は
。

④
周
辺
行
政
と
の
連
携
は
。

⑤
透
析
患
者
や
透
析
前
の

シ
ャ
ン
ト
手
術
等
を
行
う
近

隣
の
基
幹
病
院
の
実
態
調
査

は
。

　
①
〜
③
以
前
か
ら
透
析
病
院

の
誘
致
の
必
要
性
を
認
識
し
、

町
有
地
を
無
償
貸
与
す
る
方
向

性
の
下
ア
プ
ロ
ー
チ
等
を
行
っ

て
い
る
が
、
周
辺
に
透
析
病
院

が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
大
変
難

し
い
課
題
で
あ
る
。

④
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
状
況

な
ど
、
近
隣
市
町
と
情
報
交
換

を
行
っ
て
い
る
。

⑤
本
町
の
人
工
透
析
者
で
通
院

助
成
を
受
け
て
い
る
方
は
、
平

成
24
年
２
月
末
時
点
で
50
人
。

シ
ャ
ン
ト
手
術
に
つ
い
て
は
、

呉
市
や
広
島
市
内
の
総
合
病
院

で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

時光良造議員

Q

Q

A

A

平成24年度予算編成における国保特別会計
適切な財政運営に努めたい（宗條住民課長）Ａ

Q

　

少
子
高
齢
化
の
影
響
で

社
会
保
障
が
財
政
危
機
と

な
っ
て
い
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
会
計

に
変
わ
っ
て
か
ら
の
国
保

税
の
収
納
率
は
ど
う
か
。

ま
た
、
医
療
給
付
費
の
増

加
に
よ
る
影
響
は
。

　
収
納
率
は
現
年
課
税
分

93
・
77
％
、
滞
納
繰
越
分

26
・
36
％
で
あ
る
。

　
医
療
給
付
費
は
前
期
高
齢

者
の
占
め
る
割
合
が
高
ま
り

増
加
し
て
い
る
が
、
伸
び
率

は
徐
々
に
小
さ
く
な
っ
て
い

る
。
こ
の
年
齢
層
に
は
、
前

期
高
齢
者
交
付
金
が
交
付
さ

れ
、
退
職
者
を
受
け
入
れ
る

国
保
が
大
き
な
負
担
増
と
な

ら
な
い
よ
う
財
政
調
整
が
さ

れ
て
い
る
。

　
今
後
と
も
国
保
会
計
の
収

支
見
込
み
、
あ
る
い
は
社
会

保
障
改
革
の
動
向
な
ど
を
注

視
し
、
適
切
な
財
政
運
営
に

努
め
て
い
き
た
い
。

山野千佳子議員

QA

里山道の有効利用について

今後も情報提供などに努めていきたい（木谷副町長）Ａ

Q

　

県
の
補
助
事
業
に
よ
り
、

城
山
を
中
心
に
稜
線
が
伐
採

さ
れ
て
展
望
が
開
け
、
歩
き

や
す
い
道
に
な
っ
た
。

①
筆
の
里
工
房
と
里
山
を
つ

な
い
で
は
ど
う
か
。

②
広
域
的
な
Ｐ
Ｒ
は
。

③
駐
車
場
、ル
ー
ト
整
備
は
。

④
小
学
校
の
授
業
に
里
山
登

山
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　
①
筆
の
里
工
房
か
ら
赤
穂

峠
に
か
け
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
が
里
山
道
の
整
備

な
ど
を
さ
れ
て
お
り
、
工
房

の
来
館
者
が
足
を
伸
ば
す
機

会
も
増
え
て
い
る
。
今
後
も

情
報
提
供
に
努
め
た
い
。

②
安
芸
３
町
森
の
街
道
協
議

会
︵
府
中
・
海
田
・
熊
野
町
︶

を
立
ち
上
げ
て
お
り
、
今
後

も
連
携
を
密
に
行
い
た
い
。

③
今
後
検
討
し
た
い
。

④
小
学
校
の
社
会
科
で
は
身

近
な
地
域
を
調
べ
る
学
習
が

あ
り
、
第
四
小
で
は
三
石
山

に
登
り
学
習
し
て
い
る
。

大瀬戸宏樹議員
QA

受迫溜池についてQ

南田秀夫議員
　長年受迫ため池について質問をしてきたが、今まで明快な答弁がな
かったため、この問題は一旦打ち切りとし、今後は全般的に社会通念を
考えた質問に変えていきたいと考えている。

※回答を求めなかったため、発言の要旨のみ掲載。

建設部 門


